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田

信

南
京
か
ら
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
陽
山
と
呼
ば
れ
る

全
慢
が
石
灰
岩
か
ら
な
る
丘
が
あ
り
、
そ
の
中
腹
に
明
代
の
遺
蹟
が
草
む
し

て
い
る
。
成
一
松
永
繁
一
帝
が
、
亡
父
・
太
租
洪
武
一
帝
の
業
績
を
讃
え
る
た
め
に
、

一
四

O
五
年
に
命
令
を
下
し
て
掘
り
だ
さ
せ
た
碑
材
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
碑

座
・
碑
首
・
碑
身
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
碑
座
は
高
さ
三

O
、
幅
二
ハ
、

厚
さ
一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
碑
首
は
高
さ
一
て
幅
二

O
、
厚
さ
八
メ
ー
ト
ル
、
碑

の
本
鐙
と
な
る
碑
身
は
高
さ
五

O
、
幅
一
一
、
厚
さ
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
丘
か
ら
完
全
に
は
切
り
離
さ
れ
て
い
な
い
。
碑
が
完
成
す
れ
ば
、
高
さ

九

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
石
碑
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も

E

大
で
あ
っ
た
た
め
に
、
陽
山
か
ら
南
京
郊
外
の
孝
陵
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
出
来

ず
、
放
置
さ
れ
た
。

こ
の
碑
材
を
前
に
し
た
と
き
に
、
私
は
目
肢
の
よ
う
な
も
の
に
襲
わ
れ
た
。

近
代
的
な
理
性
を
寄
せ
附
け
ず
、
合
理
的
な
分
析
を
無
力
化
し
て
し
ま
う
よ
う

な
何
か
を
、
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
何
か
」
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
を
見

い
だ
す
た
め
に
本
書
を
讃
み
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
手
掛
か
り
を
得
ら
れ
た
と

い
う
よ
り
も
、
本
書
の
至
る
所
で
同
じ
よ
う
に
得
世
の
知
れ
な
い
「
何
か
」
を

見
い
だ
す
結
果
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
、
明
代
の
歴
史
を
解
明
し
て
み
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
明
代
と
い
う

時
代
の
個
性
を
感
受
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
書
評
す
る
立
場
か
ら
言
う
な
ら

ば
、
事
責
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
各
章
を
貫
く
議
論
と
い
う
も
の

が
紋
如
し
て
い
る
た
め
に
、
本
書
は
論
評
し
に
く
い
本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
書

評
と
い
う
よ
り
は
、
本
書
を
讃
む
な
か
で
評
者
が
新
た
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
責
務
を
回
避
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ご
容
赦
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

E 

本
書
は
、
全
十
五
巻
で
構
成
さ
れ
る
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
の
第
七
巻

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
英
文
に
よ
る
中
園
通
史
の
基

準
を
つ
く
る
と
い
う
一意
図
の
も
と
に
企
霊
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
愛
遷
を
経

て
、
こ
の
よ
う
に
大
部
な
シ
リ
ー
ズ
に
設
展
し
た
か
に
関
し
て
は
、
す
で
に
北

村
稔
氏
が
第
十
三
巻
の
『
民
図
史
』
第
二
部
を
論
評
し
た
と
き
に
言
及
し
て
い

る
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
十
七
巻
第
三
鏡
、
一
九
八
八
年
)
。
本
書
は
出
版
の

順
番
か
ら
み
る
と
八
珊
自
に
な
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
鎧
の
折
り
、
返
し
地
黙
で
あ
る

と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
各
巻
回
目
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
惚
編
集
者
の
序

文
」
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
り
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
も
と
の
序
文
は
一
九
七
六
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一

九
八
三
年
に
護
行
さ
れ
た
第
十
二
巻
『
民
園
史
』
第
一
部
に
お
い
て
、
「
近
代

世
界
が
い
っ
そ
う
緊
密
な
一
鐙
性
を
持
つ
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
歴
史
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
歴
史
家
の
責
務
も
ま
す
ま
す
複
雑

な
も
の
に
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
一
節
か
ら
は
じ
ま
る
短
い
文
章
が
加
え
ら
れ

た
。
ま
た
、
一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
第
一
巻
『
秦
・
漢
』
に
お
い
て
は
、
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一
九
二

0
年
代
に
は
じ
ま
る
考
古
皐
的
な
夜
見
が
一
九
七

0
年
代
前
半
に
は
ず

み
が
つ
い
て
く
る
と
、
中
園
史
初
期
に
射
す
る
見
方
も
鑓
更
を
迫
ら
れ
る
と
い

っ
た
内
容
の
文
章
一
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
『
明
史
』
に
お
い
て

は
新
し
い
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
深
讃
み
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
古
代
・
現
代
史
に
お
い
て
は
、
七

0
・八

0
年
代
の
研
究
の
深
化
は
シ
リ

ー
ズ
全
鐙
の
見
直
し
を
迫
っ
た
の
に
劉
し
、
明
代
史
に
つ
い
て
は
シ
リ
ー
ズ
の

企
釜
が
立
て
ら
れ
た
嘗
時
の
藻
想
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
、
序
文
の
加
筆
の
過
程
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

本
書
に
お
い
て
は
、
元
末
の
混
飢
の
中
か
ら
朱
元
湾
政
権
が
成
立
す
る
一
一
一
一

三
0
年
代
か
ら
南
明
政
権
が
滅
亡
す
る
一
六
六
二
年
に
至
る
時
期
の
政
治
史
が

記
述
さ
れ
る
。
識
字
率
の
向
上
、
地
域
社
舎
に
基
盤
を
持
つ
新
し
い
中
関
層
の

形
成
、
都
市
網
の
成
熟
、
海
上
交
易
の
繁
築
、
中
園
南
部
・
西
南
部
の
少
数
民

族
地
域
の
吸
牧
な
ど
の
祉
舎
経
済
史
に
関
す
る
問
題
は
、
次
の
第
八
巻
で
扱
わ

れ
る
。
戦
後
日
本
の
中
園
研
究
に
お
い
て
は
、
制
度
史
な
ど
の
一
部
の
領
域
を

除
い
て
、
政
治
的
な
事
象
も
祉
曾
経
済
的
な
時
代
背
景
と
結
び
つ
け
て
論
ぜ
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
皐
界
環
境
に
い
る
評
者
か
ら
す
る
と
、

第
八
巻
と
の
分
業
主
意
識
す
る
あ
ま
り
、
社
曾
・
経
済
的
な
要
素
を
禁
欲
的
に

排
除
す
る
本
書
の
記
述
は
、
取
り
附
き
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
通

讃
し
て
み
る
と
、
日
本
の
研
究
で
は
断
片
的
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
し
か
扱
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
政
治
的
な
事
件
を
、
明
代
の
通
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
本
書
の
試
み
は
、
有
盆
な
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
日
本
に
お
い
て

は
、
明
代
史
研
究
を
志
す
皐
徒
が
、
新
し
い
研
究
課
題
を
渡
見
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
新
し
い
枠
組
み
で
再
検
討
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
、
通
讃
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
と
各
章
の
執
筆
者
を
掲
げ
る
。

序
章
、

H
U
m
-
E
n
r
d〈
・
冨
O

件。.

一
一
章
、
明
朝
の
形
成
過
程
、
一
一
一
一
一
一
一

0
1
一
三
五

O
年
。
冨

o
F

二
章
、
明
朝
の
軍
事
的
な
起
源
。
開
門

Z
曲
三
円
、
.
U
H
3
2・

三
一
章
、
洪
武
年
問
、
二
二
六
八

i
一
三
九
八
年
。
同
orロ
ロ

-FEmu-m

一r.・

四
章
、
建
文
・
永
繁
・
洪
照
・
宣
徳
年
開
、
二
ニ
九
九
i
一
四
三
五
年
。

国

orvs(UV曲ロ・

五
章
一
、
正
統
・
景
泰
・
天
順
年
関
、
一
四
三
六

1
一
四
六
四
年
。

ug-m

吋
唱
x
n
y
m
F
吋
巳
冊
目
白
ロ
ロ
の
ロ
日
目
・

六
一
章
、
成
化
・
広
治
年
開
、
一
四
六
五

i
一五

O
五
年

o
z
o
F

七
章
、
正
徳
年
間
、
一
五

O
六
1
一
五
一
一
一
年
。

γ
s
g
の
巴

g・

八
輩
、
嘉
靖
年
開
、
一
五
二
二

1
一
五
六
六
年
。
の

ag-

九
章
、
隆
慶
・
寓
暦
年
関
、
一
五
六
七

1
一
六
二

O
年

o
m
a
E
Eロ悶・

十
章
、
泰
昌
・
天
啓
・
崇
顧
年
間
、
一
六
二

0
1
一
六
四
四
年
。
さ
呂
田
自

〉円
dqoz
・

十
一
章
、
南
明
、
一
六
四
四
j
一
六
六
二
年
o

F可
ロ
ロ
〉

-
g円
E
P

十
二
章
、
明
代
の
史
料
0

4
〈O
ロ
包
括
岡
山
g
r
o
-

著
者
を
一
賛
す
る
と
、
英
語
圏
に
お
け
る
明
代
史
研
究
の
中
堅
を
集
め
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
本
書
の
編
集
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
概
論
と
一
章
・
六
章

を
措
嘗
し
て
い
る
宮
0
5
氏
は
、
土
木
の
獲
に
関
す
る
専
論
を
褒
表
し
て
い

る
。
ロ
H
O
U
お
同
氏
は
、
明
代
初
期
の
政
治
史
に
関
し
て
、
著
作
を
も
の
に
し
て

い
る

o
Cロ
m
g町
民
は
元
米
明
初
の
政
治
思
想
の
研
究
者
で
あ
り
、
明
の
政

治
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
元
代
の
漸
江
省
金
華
の
知
識
人
の
思
想
の
分
析
な

ど
、
興
味
深
い
研
究
を
褒
表
し
て
い
る
。
の

7
8
(陳
拳
祭
〉
氏
は
、
歴
史
観
の

展
開
の
過
程
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
研
究
者
で
、
こ
れ
ま
で
に
李
賢
に
関
す
る

-115ー



740 

著
作
の
ほ
か
に
、
永
幾
年
聞
に
お
け
る
歴
史
の
改
鼠
を
扱
っ
た
論
考
が
あ
る
。

五
草
の
著
者
の
う
ち
、
。
ロ
日
目
氏
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
以

外
あ
ま
り
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
吋

5
R
Z
=
氏
に
つ
い
て
は
、
帆
貝
言

を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
七
草
・
八
章
を
執
筆
し
た
の

2
g
氏
に
は
、
明
代
の
北

京
に
関
す
る
著
書
が
あ
る
。
出

E
口
問
(
寅
)
氏
は
、
一
九
八
八
年
に
日
本
語
諮

も
出
た
『
高
暦
十
五
年
』
の
著
者
。
ま
た
、
明
代
の
税
制
の
研
究
者
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
ω
5
2
0
氏
は
、
南
明
政
権
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

F
g
r巾

氏
は
、
明
代
の
史
料
に
闘
す
る
解
題

入
f
pマ
良
夫
と

S
H。
ミ
目
旬
。
位
、
町
内
』

。
¥
ミ
3
h
民
主
。
ミ
・

ω一口問名
0
5
ピ
ヨ
〈
叩
E
q
o同

7
白
色
々
白

p
a♂
呂
田
∞
-

の
著
者
と
し
て
、
記
憶
に
止
め
て
い
る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
著

者
を
書
き
上
げ
て
み
る
と
、
英
語
聞
に
お
け
る
明
代
史
研
究
の
精
鋭
を
集
め
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

E 

本
書
り
一
章
立
て
は
年
披
に
針
路
し
て
い
る
。
一
つ
り
一章
に
い
く
つ
か
の
年
枕

の
事
項
が
一
括
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
時
期
を
一

つ
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
時
期
区
分
と
一意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
一章一
が
三
、
四
十
年
開
に
な
る

よ
う
に
、
機
械
的
に
割
り
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
文
年
間
と

永
幾
年
間
以
降
と
で
は
、

王
朝
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
四
章
に
建
文
・
永
繁
・
洪
照
・
宣
徳
と
い
う
四
つ
の
年
続
が
割
り
振
ら
れ
て

い
る
。歴

史
書
に
お
い
て
は
、
時
代
区
分
の
基
準
あ
る
い
は
、
記
述
の
背
後
に
あ
る

歴
史
観
を
明
確
に
反
映
す
る
。
明
代
以
降
、
皇
帝
一
代
に
一
つ
の
年
放
が
結
び

附
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
記
述
の
極
は
「
皇
帝
」

に
置
か
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
書
に
繍
く
シ
リ
ー
ズ

第
八
巻
『
明
代
史
』
第
二
般
に
経
済
・
粧
品
聞
に
関
す
る
記
述
を
譲
っ
た
た
め

に
、
本
書
は
政
治
中
心
の
構
成
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に
一
つ
の
原
因

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
園
政
治
史
の
記
述
は
必
ず
し
も
皇
帝
を
極

と
す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
行
す
る
明
代
の
通
史
と
比
較
し
た
と
き
に
、
本
書
の
特
色
が
際
立
つ
。
た

と
え
ば
、
山
根
幸
夫
『
明
一帝
一
図
と
日
本
』
(
講
談
社
、
一
九
七
七
年
)
の
編
別

構
成
を
掲
げ
る
と
、
-
明
一
帝
一
園
の
成
立
と
そ
の
支
配
位
制
、

2
永
繁
一
帝
の
奪

権、

3
土
木
の
漢
と
富
宮
の
専
権
、

4
寓
暦
の
時
代
、

5
議
争
の
激
化
と
明
朝

の
衰
退
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
閣
で
出
版
さ
れ
た
李
光
壁
『
明
清
史
略
』

(
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
〉
の
章
一
立
て
は
、

1
明
帝
園
の
建
立
、
社

合
経
済
の
回
復
と
専
制
主
義
中
央
集
権
政
治
の
高
度
な
設
展
、
2
永一
笑
・
宣
徳

年
聞
に
お
け
る
封
建
政
権
の
強
化
と
刑
判
外
扱
張
、

3
正
統
か
ら
正
徳
時
期
に
お

け
る
明
一
帝
図
統
治
の
危
機
、

4
一
商
一
品
経
済
の
設
展
と
資
本
主
義
の
萌
芽
、
5
嘉

靖
か
ら
天
啓
時
期
に
お
け
る
統
治
階
級
の
腐
敗
、

6
満
洲
族
の
興
隆
と
建
図

(
以
下
略
〉
と
な
っ
て
い
る
。
雨
者
と
も
政
治
史
を
章
立
て
の
基
準
と
し
て
い

る
が
、
明
代
の
成
立
・
興
隆
・
衰
弱
・
滅
亡
と
い
っ
た
王
朝
の
生
成
流
材
料
の
各

局
面
を
代
表
す
る
事
件
を
も

っ
て
、
時
代
区
分
の
基
準
と
し
て
お
り
、
皇
帝
を

極
と
す
る
歴
史
観
か
ら
は
布
離
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
欧
文
に
よ
る
中
園
通
史
の
一
つ
の
基
準

e
つ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
る
た
め
に
、
新
し
い
問
題
提
起
を
し
た
り
、
斬
新
な
仮
設
を
構
築
す
る

こ
と
は
禁
欲
的
に
抑
制
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
全
陸
と
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

論
述
に
な
っ
て
い
る
。
比
物
的
な
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
英

語
版
の

「
正
史
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で
本
書
は
『
明
史
』

の
「
本
紀
」
に
相
賞
す
る
。
い
ず
れ
我
々
の
手
元
に
届
く
第
八
径
は
『
明
史
』

の
「
志
」
に
相
嘗
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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年
続
を
記
述
の
匿
分
単
位
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
特
色
は
、
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
明
代
の
歴
史
記
述

の
獲
濯
を
論
じ
た
本
書
の
第
十
二
牽
が
非
常
に
参
考
に
な
る
。

F
g
r
o
氏
は

史
書
の
性
格
が
明
代
に
大
き
く
鎚
化
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
、
「
歴
史
叙
述
の

改
獲
は
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
全
鐙
と
し
て
見
れ
ば
明
代
の
前
期

と
後
期
と
比
較
し
て
み
る
と
、
歴
史
叙
述
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
」

(
七
二
六
頁
〉
と
述
べ
て
い
る
。
明
代
前
期
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
特
質
は
、

王
朝
政
府
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
編
纂
事
業
と
し
て
歴
史
が
編
纂
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
そ
の
最
初
の
事
業
は
『
元
史
』
の
編
纂
で
あ
る
。
十
六
世
紀
の
初

期
に
、
一
つ
の
餐
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。
陽
明
皐
の
影
響
を
受
け
入
れ
る
な
か
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
「
史
料
批
剣
」
に
基
づ
く
歴
史
叙
述
が
現
わ
れ
る
と
す
る
。
祝

允
明
が
一
四
九
九
年
に
墓
碑
銘
に
基
づ
い
て
『
蘇
材
小
纂
』
が
、
こ
の
新
し
い

歴
史
叙
述
の
先
騒
で
あ
る
と
評
債
し
て
い
る
。

MJsro
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
代
後
期
か
ら
王
世
貞
・
李
賛
・
貧
宗

義
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
た
歴
史
の
記
述
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
流
れ
は
、
清
代
の
考
謹
製
へ
と
引
き
縫
が
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
新
た
な
歴
史
叙
述
の
出
現
は
、
歴
史
観
の
進
歩
・
設
展
で
あ
る
と
理

解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
古
く
か
ら
あ
る
歴
史
観
は
存
繍
し
繍
け
、
新
た
な

歴
史
観
と
併
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
た
方
が
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
古
く
か
ら
あ
る
歴
史
と
は
、
王
朝
に
よ
る
「
公
」
の
歴
史
で
あ
る
。
本
書

は
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
利
用
し
て
は
い
る
が
、
本
書
全
鐙
の
骨
格
を
な
し
て
い

る
も
の
は
『
明
貫
録
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
「
公
」
の
歴
史
記
録
で

あ
る
。
『
明
貫
録
』
に
見
ら
れ
る
皇
帝
の
言
行
に
関
す
る
記
載
は
、
皇
帝
の
側

近
に
侍
る
史
官
の
手
に
な
る
日
記
鐙
の
『
起
居
注
』
と
の
開
に
密
接
な
関
連
が

あ
る
。

F
s
r
o
氏
は
、
『
櫨
記
』
に
見
え
る
左
右
史
を
史
官
の
起
源
で
あ
る
か

の
よ
う
な
表
現
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
公
」
の
歴
史
観
が
中
園
古
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
強
調
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

?
g
r
o氏
は
「
公
」
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
な
こ
と
を
中
心
に
述

べ
、
そ
の
寅
態
に
燭
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
に
、
多
少
の
不
満
を
究
え
る
。

『
起
居
注
』
は
、
洪
武
期
の
は
じ
め
に
二
十
年
ほ
ど
編
集
さ
れ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
二
百
年
飴
り
編
集
さ
れ
て
い
な
い
。
前
向
暦
三
年

に
、
張
居
正
の
建
議
を
契
機
に
復
活
す
る
の
で
あ
る

o
F
S
Z
氏
は
張
居
正

の
建
議
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
問
題
は
そ
の
制
度
が
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
皇
帝
の
言
動
と
い
っ
て
も
、
『
高

暦
起
居
注
』
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
記
録
が
皇
帝
の
日
常
に
及
ぶ
こ
と
は
ま
っ

た
く
な
く
、
廟
堂
に
お
け
る
公
的
な
事
項
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
高
暦
も

後
牢
に
な
る
と
、
皇
帝
の
言
動
と
言
う
よ
り
は
、
大
皐
士
〈

mgzzaaRuu

の
題
奏
の
羅
列
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
く
る
の
で
あ
る
(
今
西
春
秋
「
明
季
三

代
起
居
注
考
」
田
村
賞
造

『
明
代
満
蒙
史
研
究
』
京
都
大
祭
、
一
九
六
三
年
を

参
照
)
。

「起
居
注
」
に
お
い
て
、

皇
帝
一
は
行
篤
の
主
鰻
者
と
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

『
明
貫
録
』
も
ま
た
周
知
の
よ
う
に
、
年
月
日
に
従
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、

明
の
一
帝
留
に
関
わ
る
出
来
事
は
そ
の
事
件
そ
の
も
の
が
愛
生
し
た
日
に
記
録
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
皇
帝
に
封
し
て
報
告
が
な
さ
れ
た
り
、
自
主
一
帝
の
前
で
議
論

さ
れ
た
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

皇
帝
は
、
た
と
え
て
言
う
な
ら
ば
、
情
報
の
流
れ
を
生
み
出
す
磁
場
の
極
黙

で
あ
る
。
皇
帝
と
い
う
存
在
が
あ
る
か
ら
、
地
方
の
官
僚
は
中
央
に
射
し
て
報

告
・
上
奏
を
す
る
の
で
あ
る
。
磁
場
は
一
一
帝
園
の
領
域
全
慢
を
包
括
し
、
さ
ら
に

加
封
関
係
を
結
ん
だ
周
漫
諸
園
に
及
ぶ
。
官
僚
機
構
と
い
う
回
路
を
経
由
し
て

集
め
ら
れ
た
情
報
は
、
「
起
居
注
」
「
日
暦
」
「
貫
録
」
な
ど
の
形
式
で
、
宮
中
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に
貯
え
ら
れ
る
。
皇
帝
は
、
王
朝
の
諸
活
動
の
主
鐙
者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
皇
帝
の
名
の
も
と
に
歴
史
が
編
纂
さ
れ
る
理
由
を
、
皇
帝
の
磁
極
と
し

て
の
性
格
の
な
か
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
逆
説
的
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
皇
帝
を
記
述
の
主
語
と
す
る
即
時
統
的
な
「
公
」
の
歴
史
叙
述
(
そ
れ
は

必
然
的
に
、
年
践
に
従
っ
て
牽
立
て
が
な
さ
れ
る
)
の
方
が
、
明
朝
の
興
亡
に

関
わ
る
大
事
件
を
も
っ
て
記
述
の
皐
位
と
し
て
い
る
明
代
の
通
史
よ
り
も
、
中

閣
の
周
漫
諸
園
や
漫
境
少
数
民
族
、
民
衆
反
飢
な
ど
の
情
報
を
細
大
も
ら
さ
ず

盛
り
込
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
他
の
通
史
で
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
南
明
政
権
に
、
一

品
章
を
割
り
嘗
て
ら
れ
る
の
も
、
皇
帝
を
主
語
と
し

て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

N 

山
且
富
な
内
容
を
も
っ
本
書
は
、
讃
者
の
問
題
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
様
々
な
讃

ま
れ
方
を
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
編
者
の
一
人
で
あ
る
玄
0
5
氏
は
、

序
章
の
な
か
で
、
二
つ
の
讃
ま
れ
方
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
明
と
い
う

王
朝
の
性
格
を
本
書
を
素
材
に
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
皇

帝
を
磁
極
と
す
る
中
華
世
界
の
抜
大
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

明
代
は
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
像
を
な
か
な
か
結
ば
な
い
王
朝
で
あ
る
。
現

代
に
は
強
い
政
機
が
確
立
し
て
い
た
の
か
、
宮
廷
の
怒
一
意
一
の
前
に
行
政
は
獄
弄

さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
も
そ
も
行
政
は
王
朝
の
機
関
で
あ
っ
た
の
か
、
圏
内
の

階
級
や
地
域
の
利
害
針
立
の
場
に
、
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
疑
問

が
以
前
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
。
序
章
の
な
か
で
編
者
は
調
者
に
針
し
、
性
念

に
明
代
の
評
債
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
具
鐙
的
な
素
材
に
立
ち
蹄
っ

て
聞
い
直
す
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
始
め
て
、
明
代
政
治
史

の
断
片
を
大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。明

朝
の
成
立
期
に
は
強
固
な
中
央
集
権
的
な
政
権
で
あ
っ
た
と
、
一
般
的
に

は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
の
初
期
の
皇
帝
た
ち
の
事
績
を
検
討
し
て

み
る
と
、
彼
ら
の
中
央
集
権
化
に
向
け
て
の
努
力
を
ど
こ
ま
で
行
な
っ
た
か
に

つ
い
て
、
疑
問
符
を
附
す
こ
と
も
で
き
る
。
政
治
的
な
問
題
を
行
政
機
構
を
介

し
た
技
術
的
な
政
策
の
針
象
と
す
る
よ
り
も
、
倫
理
的
な
問
題
に
置
き
換
え
て

庭
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
制
度
と
し
て
の
集
権
と
矛
盾
し
て

い
る
。
第
三
草
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
洪
武
一
帝
の
事
績
か
ら
、
政
治
と
倫

理
と
の
関
係
を
窺
わ
し
め
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
『
道
徳
経
』
に
射
す
る
註
(
一
三
四
頁
)
。
儀
躍
の
改
鮮
民
(
二
二
七

頁
)
。
大
詰
(
一
五
二

l
一
五
三
頁
)
。
一
三
七
六
年
の
空
印
案
、
二
二
人

O
年

の
胡
惟
庸
案
に
端
的
に
示
さ
れ
た
朱
元
環
の
官
僚
に
針
す
る
務
疑
心
も
ま
た
、

皇
帝一
権
力
の
絶
大
さ
を
示
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
皇
脅
と

官
僚
と
の
聞
に
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
行
政
機
構
の
欽
陥
を
抜
大
し
、
王

朝
全
鐙
と
し
て
は
弱
値
化
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
第
四
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
建
文
一
帝
・
永
繁
一
帝
の
事
績
に

つ
い
て
も
、
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
建
文
一
帝
は
、
洪
武
帝
が
行
政
機
構
の
上
部

に
輿
え
た
破
壊
的
な
影
響
を
負
の
遺
産
と
し
て
引
き
縫
い
だ
た
め
、
宮
廷
内
で

の
政
治
的
な
助
一
吉
一口
者
を
必
要
と
し
た
。
永
繁
一
帝
一
も
ま
た
、
宮
廷
内
に
官
僚
機
構

と
は
濁
立
し
た
権
力
の
回
路
を
造
り
上
げ
る
。
内
閣
と
宣
官
で
あ
る
。
こ
の
権

力
の
回
路
は
、
互
い
に
敵
針
視
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
明
朝
の
政
治
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
。
第
六
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
成
化
・
弘
治
期
に
は
、

内
閣
と
宣
官
が
行
政
に
ま
で
直
接
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

明
代
に
お
け
る
中
泰
世
界
の
庚
が
り
に
つ
い
て
、
従
来
の
通
史
は
中
圏
西
北
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部
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
族
、
あ
る
い
は
東
北
部
の
女
員
・
満
洲
族
と
明
朝
と
の

関
係
を
取
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
り
、
南
部
お
よ
び
西
南
部
を
扱
う
こ
と
が
少
な

い
。
本
書
で
は
、
皇
帝
の
事
績
と
し
て
、
南
部
・
西
南
部
に
お
け
る
明
朝
の
行

動
を
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
四
三
j
一
四
六
頁
に
か
け
て
、

雲
南
が
明
朝
に
統
合
さ
れ
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
、
一
五
七
頁
で
は
、
雲
南
の
越

州
に
お
け
る
ロ
ロ
族
の
反
観
の
銀
座
に
燭
れ
て
い
る
。
二
二
九

1
一
三
二
頁
に

か
け
て
は
、
永
祭
帝
の
安
南
遠
征
が
言
及
さ
れ
、
=
二
四
l
=
二
六
頁
で
は
、

正
統
年
開
の
雲
南
と
ミ
ヤ
ン
マ
!
と
の
交
界
地
域
の
諸
部
族
と
明
の
王
朝
と
の

関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
各
所
で
雲
南
・
貴
州
の
ミ
ャ
オ

族
・
ヤ
オ
族
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

元
朝
の
下
で
、
雲
南
・
貴
州
・
庚
西
な
ど
の
地
域
が
中
園
に
編
入
さ
れ
る
も

の
の
、
こ
の
地
域
が
「
中
園
」
西
南
部
と
な
る
の
は
、
明
代
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
明
朝
が
成
立
し
た
営
時
は
、
中
園
世
界
と
東
南
ア
ジ
ア
世
界

と
の
境
界
は
混
沌
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
大
理
を
中
心
と
す
る
バ

サ
ラ
ワ
ル
ミ
の
梁
図
に
射
す
る
朱
元
建
の
遠
征
が
失
敗
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
境

界
は
現
在
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ャ
オ
族
な
ど
が
「
少
数
民
族
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

起
黙
が
明
代
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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年
競
単
位
の
記
述
に
よ
っ
て
、
従
来
の
通
史
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い

事
件
を
掬
い
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
本
書
を
逼
讃
す
る
と
、

明
朝
の
事
績
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
と
い
っ
た
印
象
し
か
残
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

各
事
件
の
聞
に
存
在
す
る
シ
ス
テ
ム
間
連
関
に
注
意
を
向
け
て
い
な
い
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
皇
帝
た
ち
の
行
策
を
背
後
で
支
え
て
い
る
動

機
、
彼
ら
が
剣
新
を
下
す
と
き
の
基
準
、
・
あ
る
い
は
皇
帝
の
一
意
思
を
拘
束
し
た
規

範
な
ど
が
、
明
朝
と
い
う
時
代
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
確
立
し
、
愛
化
し
て
い

っ
た
の
か
、
本
書
の
執
筆
者
は
な
に
も
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
結
果
、
皇

帝
の
行
震
の
一
つ
一
つ
が
、
相
互
に
関
連
の
な
い
バ
ラ
バ
ラ
な
事
件
に
過
ぎ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
「
明
史
」
と
し
て
ま
と
め
る
必
然
性
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

正
史
『
明
史
』
の
執
筆
者
に
と
っ
て
、
明
代
を
一
つ
の
統
一
一
性
を
持
っ
た
時

代
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
明
と
清

と
の
秩
序
シ
ス
テ
ム
の
相
違
を
、
自
ら
の
生
活
を
過
ご
し
、
官
僚
の
責
務
を
果

た
す
な
か
で
、
身
を
も
っ
て
経
験
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

時
間
的
に
も
空
開
的
に
も
明
代
と
は
隔
て
ら
れ
て
い
る
現
代
の
歴
史
研
究
者
に

と
っ
て
、
現
代
を
無
前
提
に
一
つ
の
時
代
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い

の
で
な
い
か
。
日
本
の
中
園
史
研
究
者
が
、
一
九
五

0
年
代
か
ら
一
九
七

0
年

代
に
か
け
て
、
時
代
区
分
論
に
精
力
を
傾
け
た
理
由
は
、
王
朝
史
観
を
相
制
開
化

す
る
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
、
明
代
あ

る
い
は
清
代
な
ど
が
時
代
区
分
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
自
問
し
な
い
ま
ま
に
、
皐

に
自
己
の
研
究
し
て
い
る
事
柄
が
い
ず
れ
の
王
朝
の
時
期
に
属
す
る
か
に
基
づ

い
て
、
明
代
史
研
究
者
、
あ
る
い
は
清
代
史
研
究
者
、
間
切
清
研
究
者
を
名
乗
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
私
自
身
も
そ
う
で
あ
る
。
日
本
の
中
園
史
研
究
が
断
代

史
の
枠
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
関
研
究
者
以
外
の
ひ
と
に
刺
激
を
輿

え
る
著
作
を
一
つ
も
出
せ
な
い
で
い
る
原
因
の
一
つ
が
、
そ
こ
に
在
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

王
朝
を
一
つ
の
時
代
で
あ
る
と
認
識
す
る
覗
黙
と
し
て
は
、
各
王
朝
が
中
華

世
界
を
統
合
す
る
た
め
に
採
用
し
た
秩
序
シ
ス
テ
ム
を
事
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
皇
帝
た
ち
も
、
そ
の
秩
序
シ
ス
テ
ム
の
一
要
素
と
し
て
、
儀
躍
を
取
り
行

い
、
官
僚
に
拘
束
さ
れ
、
知
識
人
に
評
債
さ
れ
る
存
在
に
過
ぎ
ず
、
シ
ス
テ
ム
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の
外
に
立
つ
制
御
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一
つ
の
王
朝
を

一
泊
し
て
鎚
化
し
な
い
構
造
物
な
の
で
は
な
く
、
皇
帝
の
放
逸
や
儒
数
の
思
想
史

的
展
開
、
版
圏
外
の
地
域
か
ら
の
刺
激
、
民
衆
の
異
議
申
し
立
て
な
ど
の
擾
飢

作
用
を
受
け
て
、
常
に
ゆ
ら
ぎ
、
臨
界
黙
を
超
え
る
と
愛
動
す
る
。
王
朝
が
崩

壊
す
る
と
き
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
解
鑓
さ
れ
る
。
あ
ら
た
な
王
朝
は
、
自
ら
の

秩
序
シ
ス
テ
ム
を
前
の
王
朝
か
ら
多
く
の
も
の
を
皐
ぶ
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

は
断
絶
し
て
い
る
。

明
朝
の
秩
序
シ
ス
テ
ム

は
他
の
王
朝
の
シ
ス
テ

ム
と
比
較
し
た
と
き
、
モ
ラ

ル
を
強
調
す
る
貼
で
際
立
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
朱
元
障
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
、

Z
O広
氏
が
執
筆
し
た
第
一
章
一
で
言

及
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

7
p
g
氏
の
記
述
は
、

元
末
の
諸
勢
力
と
し
て
元
朝
の
軍
閥
、
地
方
の
有
力
者
、
私
盟
組
織
、
宗
数
結

社
の
四
つ
を
論
ず
る
た
め
に
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
、
朱
元
産
自
身
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
な
事
項
を
整
理
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

朱
元
環
が
構
想
し
た
秩
序
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
地
方
知
識
人

に
劃
す
る
優
遇
策
が
始
ま
る

一一一
一五
五
年
か
ら
、

掘
削
東
を
統
合
し
て
か
ら
宋

滅

・
劉
基
な
ど
を
幕
下
に
入
れ
た
一
三
五
九
年
に
至
る
時
期
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
こ
の
と
き
朱
は
「
農
民
反
飢
を
裏
切
り
、
地
主
階
級

に
隊
化
し
」
(
陳
高
華
コ
冗
末
漸
東
地
主
興
朱
元
環
」
『
新
建
設
』
一
九
六
三
年
五

時
肌
)
、
そ
の
後
に
彼
が
生
み
出
し
た
明
朝
の
シ
ス
テ
ム
は
地
主
階
級
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
比
較
的

一
般
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
「
裏
切
り
」
設
は
、
宗
敬
結
祉
の
モ
ラ
ル
と
宋
糠
な
ど
在
地
知
識

人
の
モ
ラ
ル
と
を
相
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
前
提
に
依
接
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
教
・
白
蓮
数
は
反
飢
を
秩
序

e

つ
け
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
宗
教
結

祉
の
そ
ラ
ル
卸
農
民
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
直
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な

ぃ
。
同
様
に
、
在
地
知
識
人
の
モ
ラ
ル
を
無
媒
介
に
地
主
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す

る
こ
と
も
危
険
で
あ
る
。
仮
に
、
宗
教
結
祉
の
モ
ラ
ル
を
地
縁
・
血
縁
的
な
人

関
関
係
の
な
い
人
々
を
秩
序
づ
け
る
も
の
、
在
地
知
識
人
の
モ
ラ
ル
を
宗
族
な

ど
の
地
縁

・
血
縁
で
結
ば
れ
る
人
々
を
秩
序

s

つ
け
る
も
の
と
考
え
た
と
き
、
雨

者
は
相
互
に
補
完
し
あ
う
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
讃
者
の
一
人
と
し
て
は
、
臭
恰
の
現
数
日
マ
ニ
数
設
の
検
討
な
ど
、

宗
教
結
祉
の
数
義
の
分
析
を
行
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
ま
た
、
嘗
時
の
掘
削
東

の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
祉
舎
で
あ
っ
た
の
か
、
紹
介
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

秩
序
シ
ス
テ
ム
が
政
治
と
一
鐙
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
事
件
と
し
て
、

嘉
鏑
需
が
従
兄
弟
に
あ
た
る
正
徳
一
帝
の
あ
と
を
継
い
で

一
五
二
一
年
に
即
位
し

た
と
き
に
寅
の
伯
父
の
養
子
と
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
端
を
設
す
る
、
儀
躍
を

め
ぐ
る
抗
争
(
大
穫
の
議
)
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
こ
の
事
件

の
概
要
を
傍
え
て
は
い
る
。
し
か
し
、
車
に
儀
雄
問
題
を
契
機
と
す
る
源
開
争

い
と
し
て
扱
っ
て
い
る
に
渇
き
な
い
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
最
、近
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ラ
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を
強
調
す
る
立
場
か
ら
論
議
し
て
い
る
。
参
考

に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
の
怠
慢
か
ら
本
書
の
出
版
か
ら
三
年
遅
れ
の
書
評
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
、
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
シ
リ
ー
ズ
第
八
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
る
吋
と

』
h
3
h
b
H
E
h
G
の
H
u
b
3
N

と
合
わ
せ
て
讃
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の

位
置
づ
け
も
幾
化
す
る
こ
と
と
思
う
。
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